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新 年 を 迎 え て

会長 川井 秀夫

明けましておめでとう御座います。

会員各位にも、清々しい新年を迎えられた事と、心からお慶び申し上げます。

当会も五回目のお正月を迎え、曲折を経ながらも、活動路線の定着、社会的な活動にも拡が

りを見せ、また一歩前進 した様に思います。

ただ課題も多く、『辿り来て未だ山麓」の感は拭えませんが、「マンパワーの不足」「助成

金の取得」「行政・教育機関・公益団体との連携推進」と、加えて会員のニーズを如何に運営

面に反映するか、新しい方向の模索を続けて行きたいと存じます。

今回、会のキャツチ フレーズを採択致 しました。幾つかの候補の中から、子供さんにも解

かりやすい「わたしたちは、大和の自然を愛 します」が選ばれました。

奇 しくも昨年を象徴する一字漢字が『愛 Jと なりましたが、人への愛、万物への愛、人と自

然との共生を確かな理念として頑張ってまいりたいと考えております。

今年はまたシエア自然大学修了の方々が、今春には新会員として当会へ入会の期待が高

まります。フレッシュな世代の新しい風が活性化の源として、より豊かな体質が育つ事も大

きな楽しみとなってまいります。

時代は動きます。自然保護・環境保全と言っても、社会ではまだまだマイナーの域をでま

せんが、森林 0農業の分野では漸く国土政策の動きが見え始め、環境問題においてもアスベ

スト、鳥ウイルス、外来種による生態系の撹乱に法規制が強化されるなど、国際問題を含め

喧 しくなってまいりました。

我々も小さな力ではありますが、急がず、弛まず、そして楽しく、無理をせず、戊年に因み、

四本の手足をしっかりと踏ん張って行こうではありませんか。

会員各位、スタッフの方々、今年もよろしくご支援の程、WITH YOU IN N A R Aを 合言葉

にして、公私共に `前えっの精神を持ち続けたいと思います。
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12月度例会 平城宮跡野鳥観察会

12月 12日 、この時期には珍しい裏日本の大雪で風の冷たさが身に染む天気にもか

かわらず鳥好きの会員約 20名 が西大寺駅に集合。早速リーダーの小田さんからこの季

節に水辺でよく見られる野鳥 29種が網羅されたカラープリントを全員頂戴する。
強い風のせいか水上池までの開けた畑地に小鳥の姿はキジバ ト、ツグミ等ちらほら程度:

しかし今日のメインである水上池では期待通 り多くの水鳥達が我々の目を楽しませて

くれた。観察ポイントに近いところではマガモ・カルガモ・カフクなど、その先には

コガモ・ハシビロ・ホシハジロ。キンクロハジロなど等がそれぞれ群れを成して遊泳し

ており、更にカイツプリ・オオバンも仲間入り。

この時季、水鳥の多くは繁殖相手を見つける「恋の季節]で雄はそれぞれ特徴ある美しい

繁殖羽で着飾り雌の気を引こうとする6既に相手を見つけ他の雄に奪われぬようガー ド

を固めているものや、雄同士群れながら機をうかがつているもの等水上ののんびりした

様子からは窺い知れない厳しい時季だと聞く。

それを知って眺めればキンクロやハシビロの目付きのギラギラしたこと・・,・ 。

驚いたのは―白鳥が一羽「白一点 ?」 で悠々と回遊しており、居心地の良さで北へ帰るのを

忘れたか?と 思わせたが、実はこれはコブハクチョウでその大型で優美な姿ゆえに餌付

されて公園などで飼われる事が多い由。

今日のハイライトは堀の向こう岸で見られたカワセミのワンマンショー.先ず木陰から

出たり入ったり気を揉ませてから “見て、見て!"と 全身を陽光にかざすこと数分、そ

の後我々の期待を一身に背負つて見事な水中ダイビング、一旦水中杭に身を留めた後に

木陰へ消えた。嘴にキラリッ !と光る́ものを見た気もしたが、否何も無かつたとの言も

あり狩猟が成功か失敗かの真相も藪の中に消えた。

平城宮跡では耕運機が枯草刈りをした跡地に餌を求めて 10羽余りのケリが飛び交つ

ていたが、これを機に本日の野鳥観察にケツをつけ寒風吹き渡る宮跡を横切リー路忘年

会会場へと急いだ。寒い中色々と世話を戴いたリーダーの小自さんに感謝します。

【12月例会】 平城lE跡探鳥会 行事報告     小田久美子
同 時  12月 12日 (月 ) 晴れのち曇り.風強し
コース  磐乃媛陵 → ニナベ陵 → ウワナベ陵 → 平城旧跡 → 【忘年会】
参加者  小森,前木,川井,砂山,豊島,西,境,小山,林,松浦,寺田,弓場 (厚・京),勝田 (均・緑),

福谷,吉村,大石,阿部,小田 (担当)忘年会含む参加計延べ20名

見た鳥  カイツフ゛リカフウア耕 ゛″ドリ効゛モカ渤
゛
モコがモヨシカ

゛
モ渤ヨシカ
゛
モヒドリカ
゛
モ対デカ
゛
モ

ハシヒロ゙カ
゛
モ ホシハシロ゙ キンクロハシ

゛
ロ ミコアイサ オオバン ケリ キシバ゙ト カワセミ ヒハ・リ ハクセキレイ

セクロ゙セキレイ ヒヨト
゛
リ モス
゛
 ツタ
゛
ミ カフラヒフ スス・メ ムクト

゛
リ ハシホ
゛
ソカ
゛
ラス ハシフ
゛
トカ
'ラ
ス  (29章重)

風が強く、この時期当たり前に見られるはずの小鳥たちに出会えず気を揉みました。山に

実が多いためか何処でもこの傾向があります。全国的に寒波が南下して来たのでそろそろ

山から降りて来ると思いますのでこれからが楽
・
しみです。カフセミ (♂)をゆつくり見ら

れて担当としてホッとしました。



第8回 近畿自然歩道「まほろばの路」  2005年 12月 15日

当麻の里、自鳳ロマンの道を訪ねて

磐城駅10時集合。冷たい空気のなか長尾神社のナナミノキの実がいつぱい生ったのを見ながら

今年は去年と違つて秋の赤い実が豊作だなどと話し合いながら出発。九輪のある大きな建物を

当麻スポーツセンターと土地の方に教わり、壁いつぱいに「花」と書かれた花市場らしいところを過ぎると

今日正規の出発点の「兵家」。ここからは大和三山遠くに大峰山まで見渡せる絶景、風当たりも少なく水利も良く

古くから帰化人が住んでいたというのも肯ける。

芭蕉が『綿弓や琵琶になぐさむ竹の奥」と詠んだ綿弓塚
:旬の意味は叩く音がびわの音に似ている、挨拶吟.綿弓とは綿を打つ弓状の道具綿の繊維を叩いてほぐす

竹内街道の家並みを見て、このコース唯―の山道

竹炭竹酢液の看板のある「史跡の丘」をこえて営麻寺。

ここは中将姫のゆかりの寺、毎年5月 14日「営麻おねり」が行われ。当会の寺田さんも25菩薩の一人として参加

されたとか、亡き母の飲んでいた中将湯という振り出し煎じ薬の匂いの記憶がよみがえりました。

道の駅と「ゆうあいステーション」で昼食。元気な人は、裏山の階段を駆け上がって展望台往復。石光寺では

立派に咲いた寒牡丹を鑑賞しました。ここには百日紅の老木があり夏には見事な花を咲かせるそうです。

今日の世話役の小山さんが教えてくれたビナンカズラの実と紅葉は寒牡丹に劣らず良い色合いでした。

本日の疑間植物、外来種と思いますが

直径5cm実の表面がトゲトゲ、中は綿毛のついた種子、葉は長さ5cmくらい爽竹桃の葉に似る。民家の庭に

株立ち、つる性ではない。これは一体なんでしよう。
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解しらべて解りました。フウセントウワタ:…キ写 ほヮタ、フゥセンでした。
1936年ころ移入南アフリカ原産ガガイモ科常緑低木。日本では1年で枯れる。生け花の材料

近畿慮蒸歩道  √潔 巧 励 の路  シノーズ

第人回  「当麻の里、自鳳ロマンスの路」 担当 小山 直方

1 日 時   12月 15日 (本)快晴
2 コース   近鉄磐城駅集合 9:30～竹内街道 (一部分を通る)～兵家 (出発′点)～綿弓塚～

竹内街道に出る～史跡の丘 (竹内古墳群)～芭蕉の小径～当麻寺～石光寺 (寒牡丹)

～二上山ふるさと公園 (公園館及び道の駅にて昼食)～加守神社～近鉄二上山駅

(14:30着)解散。   歩 程 5Km
3 参カロ者   市村 (勝也・米子)。 吉村・徳久・福谷・弓場 (厚次・京子)・ り|1井・小山

(下見)林 。大石・弓場・小山               総 員 11名

4 観察された植物  ナナミノキ、ヤマハンノキ、サネカズラ、イタビカズラ、等。

5 観察された鳥   モズ、ヒヨドリ、アオサギ、ハシブトカラス等。



「みんなが主役の環境教育シンポジウム」に参加して

大石 F電三

11月 19日 (土)の午後、環境省、文部科学省、奈良県、市の後援の元、日立環境財団の

主催で、第 4回 「奈良」～地域を生かした環境教育～の副題の元、当シンポジウムが行わ

れた。会場でなんと、我が会員が 4名 も参加しており、皆それぞれアンテナを張り巡らせ、

勉強しているのだな、と改めて感じ入つた次第です。

内容として、日本芸術院会員の上村淳之氏による
「花鳥画の原ッ像」、日本環境教育学会関

西支部長、谷口文章氏の「21世紀の環境教育が目指すもの」の講演と、分科会として、1

学校・地域における環境教育 2歴史的風土 。景観と環境教育 3森林を活用した環境教育

4自 然エネルギーと環境教育の 4分科会であつた。また、会場にはポスターセッションも設

けられ、県下 18団体、 トヨタ、日立などのメーカーが 22社、他 5NPOが展示参加して

いた。そのシンポの内容は、あまりにも広汎で複雑なるも、目指す目的として、環境教育
,

環境学習の原点は、「持続可能な社会」を築き、かつ永続させること。そのためには、環境

について、個人団体を問わず、多様な主体が、教え育むだけでなく、学び習得 し、生きと

し生ける全てのものの為に、環境保全を考え、 think g10bally a ct l
ocally に知識を智恵に結びつけ、子供のみに限らず、一人一人が行動することが

もつとも大切であると。活動の基本は、自然への回帰・自然体験であり、当会の自然観察
。

間伐体験・諸々の社会貢献事業への参画は、原点の一部であるが、更なる議論や工夫が求

められると思うが。

イヌワシ 小田 久美子

今年の千支は 「戊」。。という繋がりからイヌワシを取り上げてみました。

植物ではイヌガシ、イヌビワなど役に立たない木材だと侮蔑的な意味を込めてイヌが付け

られます。犬は人間におおいに貢献する身近な動物なのに何故そういう使われ方をするの

か疑問ですし、犬好きとしても大いに不満です。 鳥の仲間で神とも崇められる鷲なのに

何故 「イヌワシ」なのでしょうか ?ふ と疑間がわいてきて、私の数少ないデーターをひつ

くり返し 【イヌワシの尾羽は近年まで矢羽に使われていたが、クマタカの尾lΣ を上物とす

るのに対してイヌとつけられた]と いう説を見つけました。 イヌワシは翼を広げると 2
mに もなる日本最大の山ワシ。ウサギ、ヘヒ

゛
、皆ドリ、キシ

゛
、カモシカ、サル、アナク

゛
マ、タヌキ、キツネなどを補まえ

るとありますが、開拓が進みこれらの獲物がいる環境も少なくなり、今天然記念物に指定

の貴重種になりました。時間差をつけて 2個の卵を産み、後から孵つたヒナは最初のヒナが

死んだ時のみに生きられる「保険」としての命、一番目のヒナがつつき殺すことがあつても、

親はそれを見ても止めようともしません、王者といえども

2羽一緒に育てられない厳しい定めです。昨年伊吹山で

仲良く日向ぼつこ (?)を している番を見ました。

傍で見ていた女性がいみじくもいいことを云いま

したね。「ベッカムヘアーみたい :」 そう、頭の

後ろが金色で日本に来た時のベ ッカム様の

ようでした。
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